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ー トムソン効果による自己触媒的な反応拡散過程を取 り入れたコロイ ド不安定理論あるいは競
合成長理論である 〔8-10〕｡ これは反応後には沈殿が生 じずにモノマーが生 じ,これらが
Cn+Ci→cmのように成長し,沈殿を作ると考え,かつ安定性はCn の方がcmより良い(n,
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九大･工 都甲 潔,山藤 馨
1. はじめに
化学反応と拡散が結合 した,いわゆる反応拡散系では,種々の空間パ ターンが現れる｡B･











取 り巻いた縞状構造 (バンド)が周期的に作られていく様子が判る｡また,bに示 したような
細胞表面を散在するパッチ状パターンもよく現れるが,これらは充分時間がたっと,aの縞状
パターンに落ち着くようである｡細胞の伸長は酸性領域に局在して起る｡
酸 ･アルカリパターンは細胞電位の変化としても捉えることができる｡図2は,細胞の表面
近傍に電極を約1.5-おきに並べ,光照射後の電位の変化を見たもりである｡最初のうちは大
きな変化はないが,10分ほどして細胞全体に渡って, 電位の増加が起る｡その後,順次電位
の低い部域が形成される｡同時に行った呈色実験から,電位の低い部位はアルカリ性,高い所
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